
ピ
ア

ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
就
て兼

　
常
　
清
　
佐

5t7

　
ピ
ア
ノ
を
暉
く
と
い
ふ
事
は
厚
意
の
根
本
的
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
如
何
な
る
種
類
の
音
樂

家
に
な
る
に
し
て
も
、
誰
竜
皆
な
ピ
ア
ノ
だ
け
は
暉
か
な
く
て
は
な
ウ
ま
せ
ん
。
蛮
泥
昔
樂
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
に
し
て
も
、
ピ
ア
ノ
を
揮
く
事
だ
け
は
是
非
必
要
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
然

し
其
れ
に
し
て
は
ピ
ア
ノ
を
弾
く
と
い
ふ
事
は
可
な
ク
に
む
つ
か
し
い
仕
事
で
す
。
專
門
の
演

奏
家
に
な
ら
な
い
ま
で
も
、
一
通
り
の
ピ
ア
ノ
の
技
巧
を
手
に
入
れ
る
事
さ
へ
、
舷
々
容
易
で
は
あ

蚕
ま
せ
ん
。
　
同
じ
指
先
き
の
仕
事
に
し
て
も
、
印
宇
器
を
打
つ
事
や
、
或
は
電
信
を
機
邊
す
る
事
は

誰
で
も
一
日
三
時
，
間
或
は
四
時
間
を
錬
習
に
費
す
な
ら
ば
数
ヶ
月
で
一
通
ウ
の
技
術
は
呑
み
込

み
ま
す
。
然
し
ビ
ァ
ノ
な
ら
、
其
の
位
の
時
間
で
は
、
絵
程
の
才
能
の
あ
る
人
で
竜
、
恐
ら
く
ツ
ェ
ル

　
　
　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



54＆

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
　
第
五
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
二
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ル
シ
ユ
ロ
レ

，『

T
の
錬
習
曲
『
蓮
さ
の
豫
習
』
の
孚
分
皿
正
確
に
は
牽
け
ま
す
ま
い
。
　
そ
し
て
例
へ
ば
べ
互
ト

｝
ヴ
ェ
ン
の
初
期
の
容
易
な
ゾ
ナ
置
テ
を
一
つ
暉
く
に
し
て
も
、
此
の
面
心
曲
一
器
位
は
十
分
に

脚
け
る
事
を
豫
澄
し
按
ず
か
ら
、
ピ
ア
ノ
の
技
巧
を
一
通
め
手
に
入
れ
る
こ
と
は
印
字
器
の
打
ち

手
や
電
信
技
師
な
ど
の
仕
事
に
比
べ
て
、
如
何
に
因
難
で
あ
る
か
は
睡
れ
で
大
壷
推
察
す
る
事
が

出
來
嚢
せ
う
。

　
ピ
ア
ノ
が
ま
た
印
．
字
器
や
電
信
と
趣
を
翼
に
す
る
織
は
、
其
の
技
巧
の
む
つ
か
し
さ
に
種
々
な

程
度
が
あ
る
事
で
す
。
同
じ
寸
心
曲
に
し
て
竜
、
例
へ
ば
バ
イ
ェ
〃
の
敷
旗
本
に
あ
る
様
な
曲
と
、
シ

ョ
パ
ン
や
リ
ス
ト
の
演
奏
會
用
の
錬
習
曲
と
は
其
の
困
難
の
程
度
は
到
底
比
較
に
な
ち
ね
位
で

す
。
　
バ
イ
エ
ア
が
全
部
涌
け
て
も
、
シ
ヨ
バ
ン
や
リ
ス
㍗
は
殆
ど
一
行
も
強
け
な
い
か
竜
知
れ
ま

せ
ん
。
此
の
む
つ
か
し
さ
の
程
、
度
の
差
と
い
ふ
事
は
印
宇
高
や
電
信
の
様
な
、
割
合
に
簡
輩
な
技

術
に
は
除
う
言
は
れ
て
る
な
い
と
思
ひ
嫁
す
。
　
一
定
の
技
術
を
畳
え
π
後
は
、
π
団
錬
習
に
よ
っ

て
、
熱
る
同
一
の
無
言
を
割
合
に
短
い
詰
問
内
に
す
る
事
が
出
湿
る
…
檬
に
な
る
か
、
或
は
其
の
仕
事

を
割
合
に
誤
認
な
し
－
に
す
る
事
が
出
点
る
様
に
な
る
か
、
或
は
其
の
他
の
盛
れ
に
類
似
し
π
や
う

な
増
感
の
数
果
が
現
は
れ
ム
か
の
相
蓮
が
あ
る
位
で
す
。
ピ
ア
ノ
は
そ
れ
と
は
違
ひ
ま
す
。
此

の
ピ
ア
ノ
曲
の
む
つ
か
し
さ
の
程
度
の
差
は
、
眠
れ
で
は
一
呑
に
な
に
に
原
因
す
る
で
せ
う
か
。

艶
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戻
る
曲
が
他
の
漁
る
曲
よ
ヶ
む
つ
か
し
い
と
言
ふ
事
は
客
観
的
に
は
如
何
な
る
事
實
を
意
味
す

る
で
せ
う
か
。
勿
論
或
る
曲
が
他
の
着
る
曲
よ
う
む
つ
か
し
い
と
言
ふ
事
の
内
に
は
個
人
的
或

は
主
観
的
と
思
は
れ
る
要
素
が
可
な
ウ
多
く
含
濡
れ
て
み
る
の
．
が
普
通
で
す
。
べ
「
ト
E
ヴ
ェ

ン
の
様
な
大
演
奏
家
で
さ
へ
も
、
卜
い
曲
は
非
常
に
美
し
く
、
完
全
に
謡
い
禿
に
反
し
て
、
蓬
い
曲
に

な
る
と
時
と
す
る
と
ペ
タ
ル
が
多
過
ぎ
て
晋
が
も
つ
れ
π
と
言
は
れ
て
る
ま
す
。
然
し
此
の
小

篇
は
個
入
個
人
の
相
違
は
暫
く
問
題
の
外
に
置
い
て
、
だ
黛
客
観
的
な
、
普
遍
的
な
部
分
だ
け
に
就
．

て
珈
か
叙
述
を
試
み
よ
う
と
す
る
だ
け
で
す
。

　
　
此
の
購
に
就
て
は
主
な
書
島
と
し
て
先
づ
左
の
こ
種
を
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
菊
富
彗
即
胃
ロ
“
国
瓦
①
o
ぼ
。
a
日
つ
の
自
。
ψ
図
罫
£
①
直
覧
。
回
。
α
”
H
q
⊃
O
α

　
　
　
　
　
　
国
。
。
9
日
零
丁
自
註
冨
巴
葺
謁
。
σ
毎
奉
露
自
裁
胃
9
象
。
塑
暑
営
・
島
§
客
霞
ち
8
b
乱
曹
お
O
ト

　
リ
章
マ
ン
の
筈
は
巻
末
に
錬
二
曲
と
ゾ
ナ
ー
テ
の
愚
な
も
の
と
を
二
〇
穏
ば
か
り
難
易
の
度
に
二
っ
て
並
べ
て
ゐ
ま
す
。
錬
習
曲
で
は
ベ
ル
テ
ィ
昌
の
作

　
品
一
〇
〇
や
二
九
、
三
二
等
が
最
初
で
シ
滋
パ
ン
の
『
錬
智
曲
』
は
最
後
で
す
。
ゾ
ナ
蓄
テ
類
で
は
ク
レ
メ
ン
テ
毛
の
『
ゾ
ナ
テ
ィ
ー
ネ
ン
』
が
最
初
で

　
バ
ワ
ハ
の
『
フ
ー
ゲ
』
が
凹
取
後
で
・
ず
。

　
　
笛
ゾ
シ
ュ
マ
ン
及
び
ル
ー
ト
ハ
ル
ト
で
は
其
の
或
る
章
で
鎖
習
曲
類
三
〇
〇
曲
以
上
を
純
粋
に
技
巧
の
上
か
ら
と
、
F
衷
現
の
上
か
ら
と
で
各
々
七
階
級
・

に
分
類
し
．
こ
た
。
其
の
讐
総
代
か
ら
含
垂
・
・
ま
で
大
誓
ピ
ア
ノ
曲
は
伺
じ
混
の
七
階
敵
に
分
葉
れ
鷹
ま
す
。
調
質
る
轟
楚

　
技
巧
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
錬
習
曲
と
し
て
は
第
一
階
級
は
ツ
ェ
ル
ニ
ー
の
『
兇
童
の
錬
習
曲
』
。
デ
イ
ア
ペ
リ
の
作
品
一
二
五
の
様
な
も
の
で
、
前
遠
の

　
バ
ッ
ハ
の
『
フ
ー
ゲ
』
は
多
く
は
第
五
階
級
、
シ
田
バ
ン
の
『
錬
脅
曲
』
は
第
七
階
級
で
す
。
　
　
・

　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
就
て
　
　
　
　
　
－
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
ボ
三
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殴

　
琵
等
の
順
庫
と
分
営
に
就
て
は
何
等
の
説
明
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
く
著
春
薗
身
の
主
親
的
な
見
方
だ
と
嘗
へ
ま
す
。
そ
し
て
署
者
κ
俵
っ
て
同
一
の
曲

三
碧
な
り
難
易
の
慶
を
異
に
し
て
ゐ
ま
す
。
も
し
重
り
に
此
の
う
ち
の
或
る
分
類
を
大
多
数
の
ピ
ア
ノ
演
爽
家
が
承
認
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
其
の
時
は

此
の
主
導
的
な
方
法
に
依
る
分
類
も
可
な
り
の
客
観
性
を
得
る
事
に
な
り
ま
す
。
然
し
此
の
大
多
数
の
演
奏
家
の
一
致
凝
ド
ふ
事
は
恐
ら
く
非
常
な
困
難

で
せ
う
。

　
既
の
外
で
私
の
知
っ
て
み
る
書
類
を
あ
げ
れ
は
ー
ー

　
蝿
、
ベ
モ
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
主
な
ピ
ア
ノ
の
作
品
だ
け
を
技
巧
の
上
か
ら
と
繕
事
の
上
か
ら
と
珊
々
に
難
易
の
隈
席
を
つ
け
た
竜
の
。

　
　
　
　
　
　
學
碧
昌
嚇
b
巳
㊦
貯
臼
σ
塾
N
舘
昌
詞
δ
簿
崔
σ
守
衛
3
団
8
筈
。
く
Φ
鐸
砿
。
げ
Φ
野
図
嗣
3
、
富
婆
、
魯
、
犀
Φ
．

　
こ
、
ペ
テ
ル
版
の
『
ゾ
ナ
テ
イ
ネ
ン
亀
購
』
の
難
易
の
瀬
序
に
就
て
巻
末
の
注
意
の
様
な
例
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
イ
ヒ
ト
　
　
　
弾
ミ
ツ
テ
ル
シ
ユ
ウ
エ
！
ル
　
　
　
ジ
ユ
ウ
エ
ー
ル

　
三
、
碍
版
目
録
の
類
。
例
へ
ば
ペ
テ
ル
版
は
『
容
易
』
と
『
や
ふ
困
難
』
と
『
園
難
』
の
三
階
級
に
分
け
、
カ
ー
ル
、
フ
ィ
シ
ャ
婁
版
は
一
か
ら

　
　
　
七
ま
で
の
七
階
級
に
公
け
ア
み
る
様
な
例
で
す
。

　
是
等
の
分
類
の
方
法
も
主
齪
的
で
任
意
的
で
あ
る
審
は
皆
な
同
じ
で
す
。

　
エ
ッ
シ
ュ
マ
ン
及
び
ル
ー
ト
ハ
ル
ト
の
前
脳
の
書
（
第
六
版
）
の
序
丈
の
中
に
は
是
に
潤
す
る
一
二
種
の
書
目
を
暴
げ
て
る
ま
す
．
其
の
内
些
く
も
一

〇
種
は
此
駆
に
直
接
に
關
係
あ
る
も
の
ら
し
く
見
え
ま
す
。
軌
れ
も
東
京
で
は
見
る
寧
は
繊
事
な
い
も
の
で
す
。
然
し
其
の
方
法
に
鞭
っ
て
は
恐
ら
く
智

な
同
じ
様
な
も
の
で
あ
ら
う
と
惣
像
さ
れ
ま
す
。

回
凶

ピ
ア
ノ
を
響
く
と
い
ふ
事
は
、
要
す
る
に
次
の
様
な
心
理
的
生
理
的
な
動
作
を
す
る
事
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癖

　
一
、
譜
に
記
さ
れ
π
通
参
の
音
を
意
識
の
中
に
明
自
に
、
且
つ
正
し
く
思
ひ
浮
べ
る
事
。

㍗



　
　
二
、
其
の
昔
を
輿
へ
る
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
を
、
共
の
昔
が
要
求
し
て
み
る
條
件
で
打
つ
と
い
ふ

　
　
　
　
身
禮
的
動
作
に
沸
す
る
申
福
及
び
未
淵
黒
黒
の
活
動
。

　
　
三
、
此
の
結
果
と
し
て
の
指
、
或
は
手
、
或
は
足
の
蓮
動
。

　
此
の
第
一
は
、
ヴ
ィ
オ
リ
ネ
或
は
唱
歌
の
揚
合
と
違
っ
て
音
其
．
の
物
を
直
接
に
意
識
す
る
事

が
是
非
共
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
π
く
或
る
音
の
譜
表
中
に
記
る
さ
れ
だ
位
置
と
、
其
れ
に
適

即
す
る
．
鍵
盤
の
位
置
を
意
識
す
る
だ
け
で
も
十
分
事
は
足
り
ま
す
。
そ
れ
で
ピ
ア
ノ
の
揚
合
は

ヴ
ィ
オ
ヲ
ネ
の
触
合
よ
ウ
も
一
晋
の
心
象
は
遙
に
問
接
だ
と
言
へ
る
の
で
せ
う
。
此
の
小
篇
で
は
、

其
の
音
の
心
象
が
譜
面
か
ら
與
へ
れ
る
か
、
或
は
記
隠
の
再
生
と
し
て
與
へ
ら
れ
て
る
か
と
云
ふ

事
の
相
蓮
に
は
勝
れ
ず
に
置
き
ま
す
。
賜
れ
は
他
の
問
題
で
す
。
ピ
ア
ノ
の
曲
或
は
其
の
演
奏

の
む
つ
か
し
さ
の
問
題
は
以
上
暴
げ
π
三
つ
の
心
理
的
、
生
理
的
動
作
の
各
々
に
就
て
考
へ
ら
れ

ま
す
。

一

551

　
ま
つ
第
一
に
音
の
心
象
を
作
る
事
に
就
て
の
む
つ
か
し
さ
を
考
へ
ま
せ
う
。
是
れ
に
さ
へ
竜

巳
に
筆
入
の
心
的
素
質
の
三
夕
が
大
な
原
因
に
な
つ
．
て
る
る
の
で
せ
う
が
、
然
し
多
少
一
般
的
と

　
　
　
　
ぜ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
競
て
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
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．
、
　
穴

見
ら
る
㌧
様
な
條
件
も
考
へ
ら
れ
な
く
竜
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
に
は
先
づ
最
初
は
曲
を
輩

に
暑
の
暴
勇
と
し
て
考
ぺ
、
其
れ
に
段
々
と
膏
心
的
の
要
素
を
加
へ
、
其
の
音
に
昔
樂
上
の
意
義
を

持
禿
せ
て
行
き
ま
ぜ
う
。
其
の
條
件
と
し
て
は
例
へ
ば
左
の
様
な
竜
の
が
基
・
げ
ら
れ
は
し
な
い

か
と
思
ひ
寮
す
。

　
　
一
、
　
一
品
時
間
中
に
意
識
に
上
る
督
の
数
。
此
麗
で
は
假
ウ
に
此
の
数
を
曲
の
『
密
度
』
と

　
　
　
．
呼
ん
で
置
き
ま
す
。
其
の
歪
な
る
竜
の
ほ
ど
其
の
曲
は
困
難
で
す
。
例
と
し
て
曲
の

　
　
　
　
二
成
が
よ
く
似
て
み
る
べ
書
ト
盲
ヴ
ェ
ソ
の
『
月
光
曲
』
（
作
品
二
七
。
　
ご
番
）
の
第
一
章

　
　
　
　
と
シ
ョ
パ
ン
の
愛
イ
長
調
の
『
錬
習
曲
』
（
作
品
二
五
。
　
扁
番
）
と
を
塊
べ
る
と
次
の
通
ウ

　
　
　
　
で
す
。

　
　
　
　
　
『
月
光
曲
』
第
一
章
。
　
ア
ダ
ジ
オ
」
1
1
七
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
乙
の
速
さ
は
ダ
ル
ベ
霧
川
に
依
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
小
謄
即
の
面
数
（
田
取
後
の
二
つ
を
除
く
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
七
、

　
　
　
　
　
　
　
此
の
小
節
に
含
ま
れ
だ
　
音
の
全
面
の
数
　
　
　
一
一
四
三
、

」
の
蒔
一
闇
門
（
畢
位
は
秒
）

○
、
八



六
七
小
節
の
疇
間

ご
二
五
、
一

　
　
藩

　
　
　
一
秒
に
封
ず
る
昔
の
歎
、
帥
ち
『
密
度
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一

『
錬
習
曲
』
作
品
二
五
。
。
第
一
番
。
ア
レ
グ
ロ
。
　
　
」
皿
八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
癒
さ
は
ノ
リ
葺
ド
ハ
イ
ム
に
依
る
。
）

　
　
　
小
節
の
数
（
最
初
の
一
つ
、
及
び
最
後
の
二
つ
を
除
く
）
　
　
四
七
、

　
　
　
」
の
数
（
四
七
小
節
中
に
あ
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
、

　
　
　
♪
の
数
（
同
じ
く
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
】
九
二
、

」
の
時
間
（
翠
位
は
秒
）

一
小
節
の
時
間

四
七
小
節
の
時
間

　
○
、
七

　
　
二
、
八

一
　
ご
一
　
一
、
山
ハ

553

　
　
　
一
秒
に
細
封
ず
る
昔
の
轟
轟
ち
『
密
度
』

　
お
普
通
の
揚
合

¢
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
凱
て

一
七
、
一

　
　
七
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哲
’
鍋
・
研
究
第
五
十
一
賊
八

　
　
　
　
　
切
　
　
特
別
り
揚
合
（
　
一
八
小
節
の
如
き
一
例
）
　
　
　
　
　
　
　
一
四
、
二

　
　
　
　
　
励
　
　
李
均
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
山
ハ
、
レ
～

　
以
上
の
二
つ
の
揚
合
を
比
較
す
れ
昼
『
良
習
曲
』
は
『
月
光
曲
第
一
章
』
よ
ウ
竜
三
位
時
間
に
、
よ
う

多
く
の
音
の
心
象
を
作
る
必
要
が
あ
ウ
ま
す
。
其
の
割
合
は
三
管
の
揚
合
を
取
れ
ば
次
の
遁
ウ

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
ミ
歌
μ
“
ω
．
蝿

　
他
の
心
宿
が
轟
く
同
一
で
あ
る
と
蝦
定
す
れ
ば
、
此
の
織
だ
け
で
『
錬
警
曲
』
の
方
が
『
月
光
曲
』
第

一
章
よ
う
、
大
禮
の
見
當
で
三
、
二
七
位
む
つ
か
し
い
と
言
へ
る
の
で
せ
う
。

　
た
思
『
温
習
曲
』
で
は
和
絃
の
分
割
の
方
法
が
一
個
の
」
を
六
個
の
ゆ
に
分
け
、
其
の
内
の
二
・
個

は
前
の
も
の
、
繰
返
し
で
す
。
そ
れ
で
實
際
に
は
昔
の
心
象
は
左
右
の
手
各
々
四
個
つ
Ψ
と
言

ム
こ
と
に
な
ウ
ま
す
。
此
の
繰
返
し
に
は
多
少
の
容
易
さ
が
俘
ふ
と
竜
見
ら
れ
塗
す
が
、
然
し
注
」

意
を
向
け
る
事
か
ら
考
へ
る
な
ら
ば
、
六
個
は
や
は
・
9
六
個
で
す
。
此
の
繰
返
へ
し
の
二
個
の
腱

分
は
敷
字
の
關
係
で
現
は
す
事
は
出
來
な
い
様
で
す
。

　
　
二
、
　
曲
の
墓
礎
と
な
る
音
の
長
さ
の
大
小
。
　
其
の
短
い
も
の
ほ
ど
其
の
曲
は
困
難
で
す
。

　
　
　
　
前
蓮
の
二
つ
の
曲
を
取
れ
ば
其
れ
は
次
の
通
卦
で
す
。
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『
月
光
曲
』
第
哺
章
。
　
基
礎
の
書
を
ト
リ
オ
陰
レ
ン
の
訪
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
詮
の
ピ
席
さ
（
軍
位
は
秒
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
、
二
七

　
　
　
　
　
『
錬
習
曲
』
。
基
礎
の
音
を
♪
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
・
諏
の
長
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
、
晶
二

　
此
の
二
つ
の
揚
合
を
比
較
す
れ
ば
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
同
b
D
＼
9
b
。
刈
1
1
．
龍

よ
う
短
い
時
間
内
に
音
の
心
象
を
作
る
方
が
、
言
ふ
ま
で
も
な
刃
、
よ
参
困
難
で
す
。
そ
れ
を
假
ウ

に
軍
純
な
逆
比
例
と
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
『
錬
習
曲
』
は
『
月
光
曲
』
よ
ゑ
此
の
識
で
、
ま
π
二
、
二
七

位
を
む
つ
か
し
い
と
言
へ
る
で
せ
う
。
　
勿
論
是
れ
は
一
つ
の
假
定
で
す
。
　
孕
れ
が
正
し
く
甦
比

例
の
關
係
で
あ
る
と
い
ふ
籔
掌
上
の
華
甲
は
出
職
ま
せ
ん
。

　
　
三
、
曲
の
長
さ
の
大
小
。
長
い
竜
の
、
即
ち
母
地
作
用
の
長
い
間
の
持
績
を
要
す
る
も
の
は
、

　
　
　
　
其
の
反
鋼
の
短
い
竜
の
よ
勇
困
難
で
す
。
例
へ
ば
、
秒
を
軍
位
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
月
光
曲
』
第
一
章
の
長
き
。
　
二
二
九
、
一

　
　
　
　
　
（
最
後
の
和
絃
を
竜
含
む
。
全
膿
で
六
九
小
節
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
錬
習
曲
』
の
長
さ
。
　
一
三
八
、
九

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
カ
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哲
墨
醗
究
　

第
蕊
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

　
　
　
　
　
（
最
後
の
和
絃
及
び
最
始
の
一
個
の
晋
を
も
含
む
。
全
量
で
小
節
の
歎
五
〇
）

　
此
の
二
つ
の
血
合
を
比
較
す
れ
ば
『
月
光
曲
』
は
『
錬
士
曲
』
よ
う
竜
長
い
間
の
精
紳
作
用
の
持

績
を
要
し
ま
す
。
此
の
割
合
は

酔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵠
り
・
ド
＼
お
◎
。
・
㊤
醐
轡
象

他
の
訴
件
が
全
く
同
一
と
す
れ
ば
『
月
光
曲
』
の
方
が
、
大
志
の
二
面
で
一
、
六
五
位
む
つ
か
し
い
と

言
へ
る
で
せ
う
。

　
然
し
此
の
第
三
の
條
件
は
他
の
二
つ
の
條
件
が
酷
似
し
て
み
る
時
に
限
っ
て
甚
だ
必
要
で
、
其

れ
が
相
違
し
て
み
る
夢
合
に
は
頗
る
暖
昧
な
も
の
に
な
ウ
ま
す
。
　
複
雑
な
海
魚
作
用
の
短
い
の

と
、
簡
軍
な
詳
悉
作
用
の
長
い
の
と
は
、
其
全
膿
の
困
難
の
程
度
は
．
た
．
璽
漏
れ
だ
け
で
は
容
易
に
は

剣
断
出
面
ま
せ
ん
。
此
庭
に
あ
げ
だ
二
曲
は
此
の
條
件
だ
け
で
は
到
露
出
來
な
い
其
申
に
厩
し

ま
す
。
次
に
前
述
の
第
二
の
條
件
の
特
種
の
繰
合
と
し
て
左
の
檬
な
條
件
が
考
へ
ら
れ
ま
す
。

　
　
四
、
曲
の
申
に
含
寮
れ
る
最
も
短
い
音
の
長
さ
。
其
の
小
い
も
の
ほ
ど
困
難
で
す
。

　
　
　
　
『
月
光
曲
』
第
一
章
で
は
最
も
短
い
普
は
讃
。

　
　
　
　
　
諭
の
長
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
、
二
一

　
　
　
　
　
註
ハ
の
而
歎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
一
　
山
ハ
、
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『
錬
習
曲
』
で
は
右
手
の
三
個
の
識
に
擁
し
て
左
手
の
面
容
の
♪
あ
る
揚
合
。
第
十
八
－
第

　
　
　
一
＝
一
小
節
。
第
三
〇
。
第
三
三
一
第
三
五
小
節
。

　
　
　
　
左
手
と
右
手
と
の
譲
の
長
さ
の
差
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
、
〇
六

　
　
　
　
其
〔
の
曲
数
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
、

　
此
の
二
つ
の
長
さ
の
劇
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
8
＼
O
●
b
9
同
踵
O
●
b
。
㊤

　
此
の
短
さ
を
前
と
同
じ
く
假
蚤
に
逆
地
響
と
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
『
長
場
曲
』
は
『
月
光
曲
』
よ
歩

竜
三
、
四
位
む
つ
か
し
事
に
な
う
凌
す
。
其
の
上
度
敷
は
三
、
九
位
の
多
さ
で
す
コ
此
の
織
で
ま
た

『
錬
習
曲
』
は
『
月
光
曲
』
よ
ウ
も
、
大
騰
の
見
當
で
、
此
の
位
に
む
つ
か
し
い
と
言
へ
る
で
せ
う
。

　
（
此
の
反
封
に
最
竜
長
い
昔
と
い
ぶ
事
も
考
へ
ら
れ
ま
す
。
止
る
程
度
を
越
へ
て
長
い
昔
を
精

確
に
意
識
す
る
事
は
勿
論
困
難
で
す
。
然
し
、
普
通
の
曲
で
は
、
長
い
晋
に
は
他
の
短
い
音
が
同
時

に
附
随
し
て
來
ま
す
。
正
し
く
意
識
す
る
に
困
難
な
ほ
ど
の
長
い
音
が
濁
立
に
現
は
れ
る
様
な

ピ
ア
ノ
の
曲
は
甚
だ
稀
で
す
。
）

　
漏
る
樂
曲
を
た
血
忌
の
塊
蚤
と
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
↓
此
の
様
な
條
件
で
、
勿
論
、
極
め
て
不
十
分

な
が
ら
其
の
難
易
を
定
め
る
事
が
出
停
る
で
せ
う
。
そ
し
て
其
れ
は
要
す
る
に
一
輩
等
時
間
内

　
　
　
・
　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
凱
脚
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
一
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暫
學
研
究
　
　
第
五
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一

に
作
ら
れ
る
音
の
心
象
の
歎
と
2
一
共
の
精
製
作
用
の
持
績
の
長
さ
の
二
つ
に
大
営
す
る
事
が
出

來
ま
す
。
．
然
し
、
如
何
な
る
簡
軍
な
甲
骨
竜
、
た
導
音
の
塊
ウ
と
し
て
の
み
は
考
へ
ら
れ
ま
せ
ん
。

其
れ
に
音
樂
と
し
て
の
特
別
な
性
質
を
持
π
せ
て
考
へ
る
事
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
此
の
晋
樂

上
の
牲
質
を
考
へ
の
中
に
入
れ
る
に
幾
っ
て
、
前
述
の
檬
に
大
膿
の
見
當
を
慨
嘆
を
四
っ
て
表
は

す
事
は
段
々
と
尊
志
な
く
な
っ
て
來
ま
す
。
音
今
上
の
性
質
と
し
て
先
づ
左
の
様
な
難
易
の
條

件
が
考
へ
ら
れ
ま
す
。

　
　
一
　
難
解
時
間
内
に
起
る
曲
の
構
造
上
の
攣
化
。
其
の
多
い
方
が
困
難
で
す
。

　
　
　
　
　
『
月
光
曲
』
第
一
章
。
　
一
般
に
、
一
個
の
ト
リ
オ
訂
レ
・
と
、
其
れ
に
醐
す
る
旋
律
、
及
び
低

　
　
　
　
　
晋
の
部
分
を
合
せ
て
輩
位
と
し
て
数
へ
ま
す
。

　
　
　
　
　
全
膿
の
小
節
の
歎
（
最
後
の
二
つ
を
除
く
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
、

　
　
　
　
　
其
の
内
の
樂
音
上
に
異
ウ
た
る
組
織
を
有
す
る
指
貫
の
歎
　
　
哺
、
五
八
、

　
　
　
　
　
全
膿
の
時
間
（
輩
位
は
秒
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
一
、
五
、
一

　
　
　
　
　
　
一
秒
に
勤
す
る
軍
位
数
の
割
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
、
七

　
　
　
　
　
『
錬
習
曲
』
右
手
の
六
個
の
十
六
分
晋
符
の
一
群
と
、
其
れ
に
鍔
す
る
左
手
の
普
蓮
六

　
　
　
　
　
個
或
は
其
の
特
別
の
瘍
合
を
合
せ
て
一
軍
位
と
し
て
歎
へ
ま
す
。

騒
．
脇
、
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全
禮
の
小
節
の
数
　
　
　
．
　
．
　
　
　
　
　
，
，
　
　
　
　
　
四
七
、

　
　
　
　
　
　
其
の
溢
血
樂
上
蓋
ム
尤
る
組
織
を
有
す
る
轟
轟
の
数
　
　
　
　
一
一
五
、

　
　
　
　
　
　
全
膿
の
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一
、
六

　
　
　
　
　
　
叫
秒
に
野
す
る
異
5
た
る
皇
位
藪
の
割
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
、
九

　
認
れ
だ
け
を
比
較
し
て
竜
『
錬
楽
曲
』
の
方
が
『
月
光
曲
』
よ
蚕
も
輩
位
歪
面
に
よ
り
多
く
の
膏
の

心
象
の
鍵
化
を
要
求
し
て
ゐ
ま
す
。
、
そ
の
割
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
㊤
＼
ρ
唄
¶
　
・
b
。
Q
。

大
型
の
見
當
で
、
こ
れ
だ
け
『
錬
金
曲
』
の
方
が
む
つ
か
し
い
と
言
へ
る
で
せ
う
。
そ
の
上
、
軍
位
時

間
内
に
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
綴
音
の
数
、
帥
ち
『
密
度
』
が
前
述
の
逼
う
『
錬
習
曲
』
の
方
が
三
、
二

七
の
割
合
で
多
い
の
で
、
こ
の
困
難
さ
は
な
ほ
増
加
す
る
事
は
明
か
で
あ
る
。

　
或
る
軍
位
の
晋
二
上
の
鍵
化
に
は
、
和
聲
の
黒
化
と
憶
説
と
が
主
な
材
料
と
な
っ
て
ゐ
ま
す
。

演
奏
者
は
心
際
に
或
る
曲
の
一
々
の
和
聲
嵩
上
の
性
質
を
考
へ
て
演
奏
す
る
か
否
か
は
、
一
人
一

人
に
質
問
し
て
見
な
い
限
ゑ
は
断
・
一
言
出
來
ま
せ
ん
。
和
聲
學
に
精
通
す
る
事
は
、
其
れ
を
聯
想
の

手
段
、
或
は
其
の
池
の
心
理
的
活
動
の
一
因
と
し
て
、
晋
の
心
象
を
容
易
に
、
或
は
遽
か
に
作
る
に
便

莉
で
せ
う
。
然
し
青
る
音
の
心
象
を
、
作
る
事
ほ
、
必
ず
し
も
其
の
音
の
和
聲
沖
上
の
意
義
を
知
ら

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
渦
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
一
三

’
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哲
學
研
究
　
第
五
十
一
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

な
く
と
竜
、
直
接
に
譜
面
か
ら
來
る
印
象
だ
け
で
十
分
に
出
膨
ま
す
。
そ
し
て
其
の
音
の
心
象
を

鍵
盤
の
位
置
と
關
係
さ
せ
て
意
識
す
る
事
だ
け
で
ゼ
ア
ノ
は
弾
け
・
ま
す
。
私
に
は
和
聲
學
上
の

音
調
、
或
は
和
聲
の
構
造
の
難
易
の
議
論
は
此
の
問
題
と
は
や
㌧
離
れ
た
竜
の
ら
し
く
見
え
嚢
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
ル
ゼ
ツ
ツ
y
グ
ス
ツ
ア
イ
ヘ
ソ
　
　
．

そ
れ
よ
ウ
竜
寧
ろ
音
の
心
象
を
作
る
困
難
は
獲
位
記
號
の
様
な
も
の
で
な
い
か
と
考
へ
ら

れ
ま
す
。
．
其
れ
に
は
ま
尤
左
の
様
な
揚
合
が
あ
る
で
せ
う
。

　
　
お
　
井
と
疹
と
、
q
の
間
に
難
易
の
剃
が
あ
る
か
否
か
は
、
や
は
り
個
人
的
の
問
題
で
2
般
に

　
　
　
　
は
同
一
と
し
て
取
扱
ふ
よ
参
外
な
途
は
な
い
で
せ
う
。
尤
讐
q
の
内
、
始
め
に
基
本
的
，

　
　
　
　
に
構
成
さ
れ
π
晋
に
遣
る
も
の
だ
け
は
幾
分
か
容
易
だ
と
題
言
へ
嚢
せ
う
。

　
　
甲
　
吻
酵
坊
酷
は
早
撃
の
蔀
と
b
と
の
槻
念
と
や
・
異
な
る
だ
け
蔑
分
か
困
難
だ
と

　
　
　
　
　
も
思
は
れ
ま
す
。

　
　
　
　
『
月
光
曲
』
第
一
章

　
　
　
　
　
赫
の
歎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
、

　
　
　
　
　
甜
の
籔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、

　
　
　
　
『
錬
習
曲
』

　
　
　
　
　
吻
の
数
　
　
　
　
乳
　
　
　
　
．
　
　
『
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・
レ
の
藪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
六

　
　
　
　
　
　
　
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
チ
ス
モ
ル

　
　
　
　
　
躍
れ
だ
け
で
は
『
月
光
曲
』
が
困
難
で
す
。
然
し
此
の
膀
は
短
ハ
調
に
は
始
め
か
ら

　
　
　
　
・
當
然
の
附
き
物
で
、
勝
よ
5
は
、
或
は
『
錬
習
曲
』
の
吻
や
坊
よ
参
は
容
易
で
せ
う
。

　
　
　
　
　
ト
ツ
ペ
ル
グ
ド
イ
ツ

　
　
侮
　
二
重
の
“
や
二
重
の
b
は
ψ
や
臆
と
同
じ
理
由
で
＃
や
b
よ
ゐ
困
難
で
す
。
（
此
の
二

　
　
　
　
つ
の
曲
の
中
で
は
『
月
光
曲
』
に
雌
が
二
つ
あ
る
だ
け
で
す
。
）

　
此
の
墾
位
記
號
に
は
其
の
起
る
二
つ
の
問
の
時
聞
を
考
へ
る
事
が
必
要
で
す
。
　
其
の
問
の
短

畜
竜
の
は
、
始
め
の
心
象
の
輝
き
と
し
て
数
へ
ら
れ
ま
す
。
、
例
へ
ば
『
月
光
曲
』
の
第
二
八
小
笛
の

二
個
の
騨
は
一
の
オ
ク
タ
霧
フ
と
し
て
打
つ
と
殆
ど
同
じ
も
の
で
要
す
る
に
一
個
の
心
象
と
見

れ
ば
見
ら
れ
ま
す
。
勿
論
、
此
の
一
つ
の
心
象
か
否
が
の
境
界
を
定
め
る
事
は
實
験
に
よ
る
外
に

は
何
等
の
途
も
あ
垂
寮
せ
ん
。
こ
の
事
は
第
一
二
頁
の
一
秒
間
の
早
堀
の
形
の
攣
化
と
い
ふ
事

に
就
て
も
勿
論
言
は
れ
ま
す
。

　
　
二
。
　
和
絃
の
籏
が
り

　
　
　
　
　
音
の
観
念
も
鍵
盤
の
観
念
も
皆
な
建
績
的
な
も
の
で
す
。
そ
れ
で
な
る
べ
く
狡
い

　
　
　
　
　
範
岩
内
で
構
成
さ
れ
た
和
絃
の
方
が
容
易
ら
し
く
見
え
撫
す
。
例
へ
ば
『
錬
習
曲
』
の

　
け
　
　
　
　
第
七
小
節
の
第
三
の
翠
位
で
は
右
手
竜
左
手
竜
一
オ
ク
ダ
盈
フ
内
の
和
絃
で
す
。

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
就
て
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
認
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＼

三
、

轡
凶
　
鳳
ア
　
醗
…
　
究
　
　
　
餓
罪
五
　
山
5
　
一
　
騨
酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ゐ
ハ

　
然
し
第
蝋
、
第
二
の
軍
位
で
は
右
手
竜
左
手
も
十
度
以
，
上
に
櫨
…
が
う
ま
す
。
此
の
揚

　
合
で
は
第
の
三
雲
位
の
方
が
第
一
、
第
二
の
三
位
よ
う
竜
容
易
ら
し
く
見
え
ま
す
。

　
『
月
光
曲
』
で
は
左
右
の
手
は
曲
の
構
二
上
分
離
し
て
意
識
に
上
ウ
ま
す
。
　
託
の
場

　
合
、
左
手
竜
右
手
竜
『
錬
習
曲
』
よ
蚕
明
に
容
易
で
す
。

　
勿
論
實
際
に
は
是
れ
に
他
の
多
く
の
音
樂
上
の
條
件
が
混
合
し
て
來
る
の
で
、
此
れ

　
だ
け
を
引
き
離
し
て
論
ず
る
の
は
、
や
＼
無
理
で
す
。
　
π
導
一
の
分
析
的
な
條
件
と

　
し
て
墨
け
る
曾
だ
け
で
す
。

和
絃
と
ア
測
ペ
ヂ
オ
。

　
是
れ
竜
可
な
ウ
重
要
な
一
條
件
と
し
て
考
へ
ら
れ
ま
す
が
、
然
し
此
の
問
の
難
易
の

　
剣
断
は
や
は
う
實
験
に
依
る
外
に
は
途
は
あ
ウ
ま
せ
ん
。
或
は
個
人
的
の
差
に
脇

　
す
べ
き
も
の
か
竜
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ア
グ
コ
ぬ
ド

　
和
絃
の
方
は
指
の
大
さ
に
制
限
さ
れ
て
、
實
際
の
曲
で
は
振
が
蚤
に
大
低
限
ウ
が
あ
り
ま
す
。

同
一
の
擾
が
り
を
持
つ
二
つ
の
同
一
の
和
讃
的
構
造
を
和
絃
と
し
て
同
時
に
意
識
す
る
事
と
ア

ル
ペ
ヂ
オ
と
し
て
蓮
績
的
に
意
識
し
て
行
く
事
と
は
、
此
の
蓮
績
的
に
次
ぎ
よ
勇
次
ぎ
に
移
る
時

間
の
絵
地
が
あ
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
ア
〃
ペ
ヂ
オ
の
方
が
容
易
だ
と
考
へ
て
考
へ
ら
れ
な
い
事
も
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あ
り
ま
せ
ん
。

弐
の
蓮
う
で
す
。

　
　
『
錬
習
曲
』
（
作
晶
一
〇
。
一
一
番
目
ア
レ
¢
ヅ
ト
J
H
七
ご

　
　
　
へ
此
の
速
さ
は
プ
リ
墜
ド
ハ
イ
ム
に
依
る
り
）

　
　
　
　
」
．
の
長
さ
（
羅
位
は
秒
）

　
　
　
　
山
ハ
個
の
ア
ル
ペ
ヂ
オ
の
時
，

　
　
　
　
七
個
の
ア
ル
ペ
ヂ
オ
の
時

然
し
此
の
雪
間
は
普
通
は
甚
だ
短
い
竜
の
で
、
同
じ
シ
ヨ
バ
ン
か
ら
例
を
取
れ
ば

O
、
四
二
、

○
、
〇
七
、

○
、
〇
六
、

此
の
様
に
音
と
昔
と
の
問
は
甚
だ
短
い
の
で
、
和
絃
と
同
様
に
始
め
か
ら
六
個
、
或
は
七
個
の
膏
の

心
象
を
正
し
く
持
っ
て
る
る
事
は
必
要
で
す
。
さ
う
す
る
と
後
は
演
奏
上
の
難
易
の
問
題
に
な

ム
ま
す
。
　
此
の
決
定
に
は
な
ほ
精
し
い
實
駿
の
工
風
が
い
ウ
ま
す
。

　
　
四
、
　
晋
の
形
式
。

　
　
，
或
る
個
人
が
今
蛮
で
已
に
詑
臆
の
申
に
持
っ
て
る
π
音
の
形
式
に
極
あ
て
近
い
も
の
は
、

　
　
　
容
易
に
心
象
と
し
て
再
生
ぜ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
似
る
事
が
些
い
形
式
は
．
心
象
と
し
て

　
　
　
形
逡
ら
れ
る
に
困
難
で
す
。
其
の
主
な
る
の
は
、
一
和
絃
の
構
造
と
轄
調
の
方
法
、
二
旋
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
り
ダ
プ
ロ
へ
お
も
ア
コ
ル
ヂ
　
　
　
　
ラ

　
　
　
の
形
、
三
分
割
和
絃
の
形
、
四
六
飾
音
や
カ
デ
ン
ツ
の
形
な
ど
で
す
。

　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
　
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁
七
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習
墨
蔚
究
　
　
第
五
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
此
腱
ま
で
外
れ
ば
、
問
題
は
全
く
昔
船
上
の
形
式
の
新
し
さ
と
い
ふ
事
に
ま
互
ま
す
。
　
そ
し
て

斯
く
藪
量
的
で
は
な
く
な
ウ
ま
す
。
そ
の
上
、
賜
る
人
の
晋
回
樂
意
識
が
如
何
な
る
材
料
に
よ
っ
て

作
ム
上
げ
ら
れ
る
か
は
全
然
任
意
的
な
事
柄
で
す
。
普
蓮
今
日
の
揚
合
で
は
、
一
メ
イ
エ
贋
ツ
ェ

ル
日
建
等
の
『
錬
習
曲
』
、
ニ
ク
書
ラ
ウ
、
ク
レ
メ
ン
タ
イ
等
の
『
ゾ
ナ
テ
ィ
ネ
ソ
』
、
ミ
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ッ
ア

ル
ト
等
の
簡
軍
な
『
ゾ
ナ
『
テ
ン
』
と
言
ふ
檬
な
順
序
で
妊
り
上
げ
ら
れ
た
音
樂
惹
識
に
樹
し
て

は
、
（
一
基
盧
τ
に
例
に
臨
脳
つ
沁
二
曲
舗
か
共
㌦
に
持
っ
て
る
な
い
装
飾
一
日
や
ヵ
“
7
ン
ツ
の
形
を
除
い
て
、
）
此
二

く
も
和
絃
の
黙
で
は
、
シ
ョ
メ
ン
の
方
が
新
し
く
し
て
、
從
っ
て
心
象
を
作
る
に
く
い
と
言
へ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
此
慮
に
墨
げ
た
古
典
的
な
曲
と
、
シ
ヨ
メ
ン
の
此
の
曲
と
を
音
胴
上
の
要
素
に

就
て
一
一
比
較
す
る
事
は
此
の
小
篇
で
は
省
略
し
ま
す
。
　
嚢
だ
是
れ
を
決
定
す
る
に
は
多
数
の

ピ
ア
ノ
の
演
奏
家
を
そ
の
受
け
π
ビ
ァ
ノ
の
教
育
に
從
っ
て
分
類
し
て
、
直
接
に
其
の
意
識
を
質

問
す
る
の
は
確
に
一
の
方
法
で
す
。
　
然
し
日
本
で
は
、
そ
れ
は
出
來
裳
せ
ん
。
）

　
　
五
、
　
デ
ュ
ナ
ミ
ッ
ク
及
び
其
の
他
の
表
惰
の
手
段
。

　
　
　
わ
　
強
さ
と
弱
さ
の
種
々
な
る
程
度
及
猷
其
の
理
化
。

　
　
　
（

　
　
　
　
　
着
る
軍
位
内
で
此
の
程
度
の
差
の
多
い
方
が
困
難
で
す
。
『
月
光
曲
』
で
は
普
通
の
揚

　
　
　
　
　
合
に
は
必
ず
一
興
戸
惑
㍗
ジ
オ
言
レ
ン
三
低
音
部
の
三
種
が
強
さ
に
於
て
厩
溺
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
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れ
な
け
れ
ば
な
づ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
『
錬
習
曲
』
が
一
旋
律
二
和
絃
の
二
種
だ
け
の

　
　
　
　
　
強
さ
の
翌
旦
で
す
む
事
に
比
べ
る
と
、
此
の
織
で
『
月
光
曲
』
は
よ
蚤
困
難
で
す
。

　
　
　
回
　
遽
さ
と
逞
さ
の
種
々
な
る
程
度
茨
び
其
の
綿
甲
。
　
其
の
特
別
な
る
揚
合
と
し
て
は

　
　
　
　
　
テ
ム
ボ
ル
バ
ト
葺
の
方
法
。

　
　
　
扮
　
フ
ラ
ジ
奮
ル
ン
グ
の
方
法
。

　
　
山
ハ
、
　
左
右
の
ペ
　
ダ
ル

　
　
　
わ
　
左
の
ペ
タ
ル
に
就
て
は
前
項
の
イ
と
同
じ
結
果
で
す
。
即
ち
昔
の
強
弱
を
一
軍
に

　
　
　
（

　
　
　
　
　
指
だ
け
に
よ
る
か
、
二
，
指
と
共
に
左
の
ペ
タ
ル
に
竜
よ
る
か
と
い
ふ
事
に
な
ム
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
竃

　
　
　
切
　
右
の
ペ
タ
ル
に
就
て
は
、
参
る
曲
が
音
響
と
し
て
與
へ
ら
れ
泥
垂
膿
の
結
果
を
十
分

　
　
　
　
　
智
的
に
豫
想
す
る
事
が
必
要
で
す
。
　
彫
れ
は
勿
論
此
の
小
篇
の
問
題
で
は
あ
ウ
ま

　
　
　
　
　
せ
ん
。
此
腱
で
は
、
π
讐
、
昔
の
心
象
を
作
る
條
件
と
し
て
暴
げ
る
だ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ス
コ
ハ
ル
ベ
へ
ベ
タ
ル
ト
レ
け
テ
ソ

　
　
　
　
　
ペ
タ
ル
の
至
難
な
る
技
巧
、
帥
ち
ベ
タ
ア
、
ト
レ
モ
篇
、
或
は
孚
分
ペ
タ
ル
を
踏
む
事
等

　
　
　
　
・
竜
此
庭
で
は
吾
の
心
象
の
一
性
質
と
し
て
考
へ
る
だ
け
で
十
分
で
せ
う
。

　
ζ
の
蝶
な
事
は
譜
は
完
全
に
は
詑
与
し
て
ゐ
ま
せ
ん
。
此
岸
に
例
に
取
っ
だ
曲
に
就
て
べ
婁

ひ
窟
ヴ
ェ
ン
や
シ
ョ
パ
ン
が
是
等
の
事
を
如
何
に
取
扱
つ
π
か
は
今
日
か
ら
は
知
る
事
は
出
來

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
競
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



566

　
　
　
．
欝
墨
研
、
究
　
．
第
五
＋
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
0

ま
ぜ
ん
。
　
其
の
正
確
な
る
事
は
作
，
曲
家
膚
身
の
演
奏
が
募
る
と
同
時
に
絡
ゑ
ま
す
。
　
後
の
演
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

家
は
其
の
巳
に
終
つ
だ
部
分
を
、
一
自
分
の
自
由
凍
る
創
意
か
、
二
或
は
昔
は
斯
く
あ
っ
だ
■
で
あ
ら

、
う
と
い
ふ
想
像
の
軌
れ
か
に
依
っ
て
補
ふ
事
が
許
さ
れ
て
あ
み
だ
け
で
す
。
此
の
事
に
就
て
は

勿
論
客
観
的
に
困
難
の
程
度
は
智
慮
で
は
十
分
に
定
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
或
は
二
曲
と
も
全
然
同

様
だ
と
言
へ
る
で
せ
う
。

　
以
上
述
べ
た
事
を
合
せ
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
『
月
光
曲
』
と
『
錬
習
曲
』
と
で
は
共
の
心
象
を
作
る
事

に
就
て
は
、
大
野
で
後
の
方
が
む
つ
か
し
い
と
言
へ
る
で
せ
う
。
凸
其
の
條
件
の
数
の
割
合
は
左
の

題
参
に
な
り
塗
す
。

　
　
　
　
『
月
光
曲
』
第
一
章
の
方
が
困
難
な
事
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
『
錬
習
曲
』
の
方
が
、
困
難
な
條
…
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
然
し
此
の
條
件
が
み
な
同
じ
寄
値
を
持
っ
て
る
る
と
は
勿
論
思
へ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
條
件
相

互
の
貰
受
を
定
め
る
事
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
す
。
そ
れ
で
『
月
光
曲
』
の
三
つ
が
．
他
の
六
つ
に
絶

勢
的
に
比
敵
し
な
い
の
と
は
決
し
て
言
は
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
解
き
は
要
す
る
に
御
入
個
入

の
問
題
で
、
最
後
の
到
断
は
や
は
ム
多
数
決
に
．
な
る
よ
ウ
外
途
は
あ
り
製
す
ま
い
。
π
堕
以
上
述
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べ
泥
様
な
も
の
が
或
る
曲
の
心
象
を
作
る
心
理
上
の
條
件
で
あ
る
事
が
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
で
此
の

小
篇
の
目
黒
は
達
し
ま
す
。
勿
論
音
が
音
樂
上
の
性
質
を
帯
び
れ
ば
帯
び
る
ほ
ど
、
結
果
は
暖
昧

に
な
っ
て
、
如
何
な
る
假
定
を
設
け
て
時
数
宇
で
は
表
は
し
に
く
、
な
少
、
最
後
に
は
殆
ど
此
の
ま

ま
で
は
條
件
と
も
言
な
れ
な
い
様
な
事
に
な
蚤
ま
す
。
然
し
全
く
多
門
的
な
音
以
上
の
他
の
方

法
で
な
ほ
考
察
を
進
め
る
な
ら
ば
、
其
れ
を
も
多
少
明
に
す
る
事
が
恐
ら
く
出
來
よ
う
と
思
ひ
ま

す
が
、
今
此
の
小
篇
で
は
此
の
問
題
に
就
て
は
簡
略
な
が
ら
賜
れ
だ
け
に
し
て
置
き
ま
す
。
そ
し

て
．
次
の
問
題
に
移
ム
ま
す
。

　
便
宜
の
た
め
、
此
の
小
篇
で
は
曲
の
速
さ
を
4
ル
ペ
蓼
ル
や
フ
リ
ー
ド
ハ
イ
ム
の
示
し
た
メ
ト
p
ノ
ー
ム
の
鍛
に
依
り
ま
し
た
。
然
し
實
際
の
感
情
の

　
籠
っ
た
演
奏
で
は
、
夕
星
此
の
人
々
が
即
い
た
と
し
て
竜
決
し
て
此
の
麺
り
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
左
に
蓄
晋
器
か
ら
シ
ト
ッ
プ
ウ
ー
ル
で
大
略
を
計
っ
た

　
一
例
を
鵬
・
げ
て
置
き
ま
す
。

　
　
シ
趣
パ
ン
。
　
『
錬
留
曲
』
（
作
品
工
五
。
一
番
）

　
　
演
寒
著
。
バ
プ
ク
ハ
ウ
ス
。
（
ヴ
ィ
ク
ト
ル
圓
版
、
七
四
一
五
九
）

全
艦
の
蒔
関
闘
　
　
（
㎜
単
位
は
秒
）

畢
均
の
」
の
長
さ

第
一
．
小
節
一
第
三
小
節

第
一
〇
小
節
－
第
一
一
小
簾

第
四
節
i
l
第
九
筋

　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
瀞
舳
て

二
七
、
四

　
〇
、
六
四

　
五
、
八

　
五
、

一
五

槻
二

／
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哲
墨
研
究
　
・
第
丑
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
・

　
　
最
後
の
ア
ル
ペ
ヂ
エ
ン
の
四
小
鑑
叩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
剛
、

　
　
最
径
皿
の
瀦
κ
蔽
の
二
小
傭
即
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
八

此
の
簡
箪
・
な
る
一
例
で
も
實
際
の
演
奏
が
如
何
に
計
銘
通
”
に
行
か
な
い
か
は
朔
で
す
。
同
じ
蓄
昔
器
で
パ
デ
レ
ウ
ス
キ
ー
が
シ
ョ
パ
ン
の
『
錬
習
曲
』

（
作
贔
二
五
。
九
番
）
を
揮
い
て
る
る
の
な
ど
は
、
非
常
に
大
き
な
テ
ム
ボ
、
ル
バ
ト
ー
を
持
っ
て
る
ま
す
。
然
し
此
の
小
篇
の
目
的
の
爲
め
に
は
メ
ト
岡

ノ
ー
ム
の
殿
か
ら
『
密
鹿
』
を
駈
算
し
て
も
大
し
た
誤
で
は
あ
割
ま
す
ま
い
。

此
の
醸
に
親
て
の
今
少
し
精
密
な
る
親
察
は
他
の
機
會
で
謳
べ
ま
せ
う
、

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
ピ
ア
ノ
を
暉
く
第
二
の
手
績
は
前
に
述
べ
鬼
様
に
し
て
音
の
心
象
が
明
瞭
に
作
ら
れ
π
時
に
、

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

一
そ
れ
に
相
槌
す
る
鍵
盤
を
打
ち
、
二
ペ
ダ
ル
を
踏
む
と
言
ふ
身
膿
的
動
作
と
す
る
事
で
す
。
乙
れ

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

か
ら
起
る
困
難
は
、
主
と
し
て
指
や
手
等
の
，
身
面
上
の
構
遣
と
其
の
雲
底
と
の
關
係
か
ら
で
す
。

一、

指
の
蓮
動
の
遽
さ
。

退
る
脚
本
の
指
で
蓮
績
的
に
臨
く
鍵
盤
を
打
つ
と
い
ふ
事
は
、
ピ
ア
ノ
の
技
巧
で
あ
り

ま
ぜ
ん
。
そ
し
て
指
か
ら
指
へ
の
時
間
は
大
抵
の
合
い
曲
で
竜
、
普
通
の
人
が
優
に
動

か
し
得
る
時
間
で
す
。

『
錬
習
曲
』
の
六
個
の
説
に
勝
て
同
｝
の
指
を
二
回
使
ふ
其
の
問
の
時
間



5e9

　
　
　
　
　
　
　
（
指
使
ひ
は
フ
ソ
霞
ド
ハ
イ
ム
に
依
る
。
）

　
　
　
　
第
二
小
節
の
右
手
（
箪
位
は
秒
）

　
　
　
　
．
5
の
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
、
七
一

　
　
　
　
　
4
の
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
、
三
五

　
　
　
　
　
2
の
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
、
三
五

　
　
　
　
　
1
の
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
、
七
一

　
可
な
ム
に
速
い
・
此
の
曲
で
竜
、
一
々
の
指
は
事
實
上
一
穴
に
二
回
か
三
回
の
割
合
で
動
か
す
だ

け
で
す
。
殊
に
近
世
の
ピ
ア
ノ
の
技
巧
で
は
、
な
る
べ
く
指
を
鍵
へ
ま
す
か
ら
、
或
る
一
本
の
指
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

速
度
と
言
ふ
事
は
甚
だ
重
要
で
な
い
問
題
で
す
。
蓬
さ
に
封
ず
る
因
難
の
問
題
は
、
寧
ろ
一
指
を

　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

撰
び
、
二
鍵
盤
を
撰
び
、
そ
し
て
三
打
ち
方
を
與
へ
ら
れ
禿
三
寸
通
み
に
打
つ
と
い
ふ
其
の
心
理
的

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

維
過
が
、
此
の
短
い
蒔
問
に
鍔
し
て
は
困
難
で
あ
る
と
言
ふ
事
に
な
蚤
唆
す
。
此
の
事
に
就
て
の

『
月
光
曲
』
と
『
錬
留
曲
』
の
比
較
は
要
す
る
に
第
八
頁
の
事
柄
で
つ
き
按
ず
。
生
理
的
に
考
へ
れ
ば
、

此
の
速
さ
と
い
ふ
事
で
『
錬
習
曲
』
は
『
月
光
曲
』
よ
り
困
難
だ
と
言
へ
ま
す
。

　
　
二
、
指
の
位
置
。

　
　
　
　
是
れ
に
就
て
の
困
難
は
指
の
構
造
に
反
す
る
時
で
す
。
其
の
例
は
次
の
様
な
も
の
で

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
就
て
　
．
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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哲
學
硯
究
　

鎗
識
ナ
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

せ
う
。

　
わ
　
　
不
李
均
な
振
蚤
方
。
・

　
　
　
『
錬
脅
曲
』
第
嚇
七
小
節
、
第
三
の
踊
帯
。

　
　
　
　
5
の
指
と
2
の
指
の
籏
ウ
方
に
旧
し
て
一
の
指
と
2
の
指
の
狡
ま
り
方
の
様

　
　
　
　
な
例
。

　
　
　
　
　
こ
れ
は
程
度
の
問
題
で
す
。
或
る
標
準
を
定
め
て
其
の
数
を
計
る
事
は
困

　
　
　
　
　
難
で
す
。
　
強
い
て
標
準
を
定
め
る
な
ら
ば
、
其
れ
は
甚
だ
事
實
と
蓮
ざ
か
り

　
　
　
　
　
・
ま
す
。
此
の
事
に
就
て
は
、
や
は
蚤
多
籔
決
よ
ム
外
に
途
は
あ
釦
ま
せ
ん
。

　
切
　
過
大
な
蟹
り
方
。

　
（

　
　
　
乙
れ
は
手
の
型
に
よ
ウ
ま
す
。
1
と
5
と
の
問
を
一
戸
ク
タ
E
フ
が
普
通
だ
と

　
　
　
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
上
九
度
十
度
は
勿
論
困
難
で
す
。

　
　
　
鑛
う
方
が
籐
勇
大
か
、
或
は
他
の
理
由
で
手
首
を
動
か
ず
事
が
必
要
な
時
は
困
難

　
　
　
は
更
に
そ
れ
だ
け
増
加
し
嚢
す
。
『
月
光
曲
』
で
は
手
首
の
必
要
は
殆
ど
あ
釦
嚢
せ

　
　
　
ん
。
『
錬
習
曲
』
で
は
、
是
非
必
要
で
す
。

　
　
『
月
光
曲
』
第
一
章
。
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一
　
オ
ク
タ
露
7
以
上
の
櫨
∵
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
、

　
　
　
　
其
の
他
の
困
難
な
る
鑛
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、

　
　
・
『
錬
習
曲
』

　
　
　
　
一
オ
ク
タ
『
フ
以
上
の
嬢
ウ
（
右
手
の
み
で
）
　
　
　
　
　
　
七
六
、

　
　
　
此
の
丙
の
些
く
と
竜
二
四
位
は
可
な
う
困
難
な
去
り
方
で
す
。

　
　
　
　
共
の
他
の
困
難
な
る
蟹
う
　
　
　
　
　
　
卑
　
　
　
　
　
　
　
二
、

　
　
　
此
の
外
に
左
手
の
大
多
歎
一
五
九
変
で
は
皆
な
剛
オ
ク
タ
R
フ
以
上
で
す
。
（
そ
し

　
　
　
て
指
の
位
置
が
左
右
共
に
常
に
二
っ
て
る
て
『
月
光
曲
』
よ
ウ
も
．
疲
勢
す
る
事
は
非

　
　
　
常
に
大
で
す
。
）
此
の
鮎
で
『
錬
習
曲
』
の
方
が
遙
に
困
難
だ
と
言
へ
嚢
せ
う
。

　
の
　
或
る
指
が
他
の
指
の
上
を
越
す
暉
き
方
。

　
（

　
　
　
同
じ
シ
ヨ
バ
ン
の
『
錬
習
曲
』
（
作
品
二
五
。
六
番
）
の
第
五
小
節
の
音
階
で
は
一
と
3

　
　
　
の
指
が
群
れ
く
2
と
4
の
指
の
上
を
越
す
事
が
必
要
で
す
。
此
腱
に
例
に
取
り

　
　
　
π
二
曲
に
は
此
の
様
な
揚
蓋
は
あ
り
ま
せ
五
。

三
、
　
の
カ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
契
れ
は
以
前
私
が
遽
べ
た
様
に
指
が
一
高
く
暴
が
る
か
、
二
恥
く
動
か
く
の
二
つ
の
條

　
　
ど
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
に
競
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
二
五
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四
、

哲
學
研
究
　
、
簗
五
十
【
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

件
に
蹄
す
る
事
が
幽
心
嚢
す
。
そ
し
て
生
理
上
4
の
指
が
濁
立
に
2
の
指
の
様
に
高

く
墨
が
る
事
は
困
難
で
す
。
　
或
は
指
に
全
く
李
均
な
力
を
持
π
せ
る
事
も
困
難
で
す
。

是
れ
に
は

　
お
　
特
に
登
記
に
依
っ
て
指
を
所
要
の
駿
態
に
置
く
様
に
す
る
か
。

　
只
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
ロ
　
曲
の
性
質
と
孕
め
性
質
と
を
考
へ
て
、
共
れ
に
適
す
る
指
使
ひ
を
撰
ぶ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

の
二
様
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
ま
す
。
　
イ
は
勿
論
基
本
的
に
必
要
で
す
。
　
ロ
に
重
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

置
け
ば
其
れ
は
大
部
分
は
心
理
的
な
問
題
に
な
り
す
。
　
此
の
事
に
就
て
は
此
腱
に
例

に
取
っ
た
二
曲
共
に
同
じ
事
だ
と
言
へ
る
で
せ
う
。

仕
事
の
杢
膿
の
量
。

ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
の
重
さ
は
一
定
し
ま
せ
ん
が
、
腔
位
の
昔
を
得
る
に
竜
些
な
く
竜
七
五
．

グ
ラ
ム
位
の
重
き
を
戴
せ
る
事
は
必
要
で
す
。
假
ウ
に
此
の
嚴
さ
で
全
部
を
暉
い
カ

と
し
て

　
『
月
光
曲
』
第
一
章
。

　
　
鍵
盤
を
打
ろ
藪
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
一
一
四
七
、

　
　
全
禮
の
重
さ
（
箪
位
は
グ
ラ
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
六
〇
二
五
、
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噴
抄
に
就
て

『
錬
習
曲
』

　
鍵
盤
を
打
つ
歎

　
全
膿
の
重
さ

　
一
抄
に
就
て

此
の
一
抄
問
の
グ
ラ
ム
の
割
合
は

　
　
　
　
這
q
。
卜
㊤
＼
。
。
謡
・
O
“
。
。
．
。
。
H

・
　
　
　
鴎
ニ
レ
℃
　
一
、
山
ハ九

山ノ、

六

四

五　九

　
『
錬
習
曲
』
は
大
事
で
此
の
割
合
で
『
月
光
曲
』
よ
う
は
む
つ
か
し
い
と
言
へ
る
で
せ
う
。
然
し
是

れ
は
要
す
る
『
密
度
』
乞
重
さ
に
言
ひ
鍵
へ
π
も
の
に
か
ぎ
ま
せ
ん
。

　
以
上
述
べ
π
票
で
、
『
濫
費
曲
』
の
心
理
的
の
む
つ
か
し
さ
の
條
件
以
外
に
更
に
生
理
的
の
む
つ

か
し
さ
の
條
件
が
四
つ
加
へ
ら
れ
盆
送
に
な
ウ
ま
す
。
此
の
全
艦
の
数
を
数
學
上
の
計
算
で
一

に
工
め
る
事
は
出
臨
ま
せ
ん
が
、
其
れ
一
つ
一
つ
を
考
へ
て
、
先
づ
馬
歯
で
　
『
錬
習
曲
』
の
方
が
『
月

光
曲
』
第
一
章
よ
り
竜
む
つ
か
し
い
と
い
ム
事
が
多
少
明
智
に
言
へ
る
か
と
思
ひ
醒
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ル
ト
サ
ソ

　
其
の
外
、
曲
に
よ
っ
て
は
特
に
肱
、
或
は
手
首
の
位
置
の
威
畳
の
正
確
さ
を
要
求
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
　
ラ
ス
ト
の
錬
習
曲
『
カ
ム
バ
ネ
〃
ラ
』
な
ど
そ
れ
で
す
。
　
或
は
曲
に
よ
っ
て
は
特
に
指
、

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
の
む
つ
が
し
さ
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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哲
學
醗
究
　
　
第
丑
十
マ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

或
は
手
首
、
或
は
肱
が
長
く
疲
勢
に
堪
え
得
る
様
な
カ
を
要
求
す
る
も
の
が
あ
め
ま
す
。
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ロ
ル
ク
ロ
　
ヒ

の
改
作
し
π
シ
ユ
穿
ベ
ル
ト
の
歌
譲
『
魔
王
』
な
ど
そ
れ
で
す
。
　
ゾ
ナ
嘗
噌
7
の
様
な
長
い
曲
は
、
例

へ
ば
シ
ヨ
バ
ン
の
短
い
『
ブ
レ
ル
ー
ア
ノ
」
エ
ン
』
の
様
な
竜
の
と
反
転
に
此
條
俘
を
特
に
要
求
し
ま
す
。

そ
し
て
特
に
要
求
す
る
生
理
的
、
或
は
心
理
的
條
件
の
相
違
は
、
や
が
て
其
の
曲
趣
の
相
蓮
で
す
。

此
腱
に
例
に
取
っ
た
二
曲
は
是
等
の
條
件
に
は
籐
う
鯛
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
・

　
此
の
小
篇
の
箇
軍
な
叙
蓮
は
、
ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
さ
と
い
ふ
晋
か
ら
極
め
て
複
難
し
た
問
題

と
せ
ら
れ
π
此
の
事
柄
に
嘉
し
て
、
殆
ど
何
等
の
解
答
を
竜
與
へ
得
な
か
つ
π
か
竜
知
れ
ま
せ
ん

が
、
問
題
自
身
竜
ま
た
多
く
は
個
入
的
な
、
主
観
鮒
な
無
芯
に
厩
し
で
、
一
般
的
な
、
普
遍
的
な
條
件
を

熱
り
多
く
軍
議
な
い
性
質
の
竜
の
ら
し
く
竜
見
え
ま
す
。
そ
し
て
心
理
的
．
生
理
的
の
痴
れ
の
方

面
か
ら
し
て
も
出
る
軍
事
の
む
つ
か
し
さ
を
持
つ
曲
と
い
ふ
竜
の
が
考
へ
得
ら
れ
な
い
事
は
、
此

問
題
に
取
っ
て
非
常
な
障
害
で
す
。
然
し
今
直
ち
に
此
の
問
題
の
十
分
な
癬
答
は
禺
來
な
い
に

’
し
て
も
、
此
の
小
篇
が
ピ
ア
ノ
の
演
奏
と
い
ふ
事
の
内
容
の
或
る
一
小
脇
分
を
多
少
叙
述
す
る
事

さ
へ
出
來
溢
な
ら
ば
筆
者
は
満
足
で
す
。
　
後
日
ピ
ア
ノ
に
閉
す
る
他
の
問
題
を
取
扱
ふ
時
に
は

必
ず
再
び
此
の
問
題
に
鯛
れ
る
事
が
あ
る
と
思
ひ
零
す
。

　
・
指
の
蓮
勤
に
瀧
て
は
私
・
は
以
前
髭
の
難
華
助
で
多
少
叙
適
し
雲
し
た
。
丈
蹴
と
し
て
は
興
の
巾
に
建
べ
た
ラ
イ
フ
の
論
証
は
必
要
で
す
。
其
の
他
ウ
エ
ル



　
ス
、
ラ
ン
グ
フ
エ
…
ル
ド
三
主
と
し
て
米
國
の
心
理
墨
者
の
謎
謎
は
多
敷
に
報
告
さ
れ
て
る
ま
す
。
エ
ル
ゴ
グ
ラ
フ
に
關
す
る
二
種
の
論
丈
も
必
翼
な
丈

献
で
す
。
今
一
一
此
露
に
は
畢
げ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，

　
指
の
使
ひ
方
に
就
て
は
リ
ー
マ
ン
に
も
、
ク
ー
ル
ラ
ヅ
ク
に
も
、
ヴ
エ
ル
ケ
ン
テ
ィ
y
に
も
、
其
の
他
此
の
極
の
懲
に
も
智
な
主
要
な
技
巧
と
し
て
認
載

さ
劃
て
る
ま
す
が
、
其
れ
は
た
ど
専
問
的
な
技
巧
上
の
叙
蓮
で
、
此
小
篇
に
は
少
し
も
引
用
繭
紬
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
篇
第
二
六
頁
の
購
に
就
て
特
に
注

意
し
て
置
く
の
は
、
シ
ョ
パ
ン
自
身
が
あ
の
美
し
い
．
。
電
胃
2
。
舩
ロ
。
β
＜
o
月
震
0
葺
自
＄
い
．
、
に
就
て
書
い
た
交
で
す
。
次
の
書
に
猫
学
課
と
し
て
公
に
さ
れ
て

ゐ
窪
す
。
図
冨
。
唄
β
ω
猷
閃
O
げ
。
覧
浮
．
。
な
σ
q
懸
器
霞
Φ
譲
⑩
詩
。
●
H
o
o
O
o
。
9

　
本
篇
に
叙
述
し
た
窺
に
就
て
、
日
本
の
ピ
ア
ノ
演
奏
家
の
意
業
を
多
少
明
に
す
る
た
め
に
、
三
人
の
督
榮
學
校
の
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
フ
ラ
ー
ゲ
ボ
貰
ゲ

ン
を
逸
っ
て
見
ま
し
た
。
然
し
一
つ
も
緊
急
に
接
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
此
の
跡
に
就
て
は
何
纂
を
も
報
告
嵐
來
な
い
の
は
遺
憾
で
す
。

　
普
樂
以
外
の
紛
登
、
彫
刻
等
の
藝
徳
に
就
て
も
此
の
様
な
む
つ
か
し
さ
の
問
題
が
論
じ
得
ら
れ
る
で
せ
う
。
然
し
其
れ
に
就
て
は
何
等
の
丈
献
も
知
り

ま
せ
ん
。
其
の
他
の
精
憩
的
、
身
尊
霊
作
業
に
就
て
も
本
篇
は
何
尊
の
直
接
に
滲
考
κ
な
る
稀
な
丈
献
を
も
見
潔
し
温
ま
せ
ん
で
し
た
。
此
の
機
會
で
特

に
臨
識
の
方
々
の
交
献
上
の
御
助
力
を
御
顧
ひ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
完
）

or75　，

ピ
ア
ノ
の
む
つ
か
し
ざ
に
就
て

二
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